
事業の効果等

H 16 年

H 27 年

（1)費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化

（2）事業の効果の発現状況
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事業の目的・必要性

事業量
大場川広域基幹河川改修事業
改修延長330m（本工事：築堤4,040m3、掘削3,370m3、護岸5,330m2）
                      （付帯工事：道路橋1橋、鉄道橋1橋）
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事業概要

事業期間

当初
又は前回

当初
又は
前回

1．事業の目的・必要性
　三島山田川を含む大場川流域では、狩野川台風以降（狩野川放水路整備以降）において昭和49年７月に最大
の浸水被害が生じている。これと同規模の降雨でも浸水被害が発生しないよう、時間雨量67.8mm（年超過確率
1/20相当)で発生する洪水を安全に流下させる。

2．河川及び事業の概要
　三島山田川は箱根連山の西麓にあたる三島市五輪付近に源を発し、丘陵地を流下しながら三島市小山地先付
近で大場川に合流する、流域面積16.0km2、流路延長7.4kmの一級河川であり、東京のベッドタウンとして流域
での宅地開発が盛んである。昭和36年6月洪水の浸水区間を対象に、昭和37年から河道改修に着手し、堤防の整
備と河積の拡大を進め、昭和43年までにJR東海道本線迄の約0.8km区間で改修が完了している。平成7年から引
き続き当事業により上流区間の改修を進め、平成22年に約1.13kmまでの区間が完了した。
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　流域における宅地開発等の開発行為による市街化により、被害軽減便益は高くなっている。
　鉄道交差部の河川拡幅に際し、当初想定していなかった鉄道盛土部の補強が必要となったため、費用が増大
した。

　事業完了後、計画の年超過確率1/20の降雨(時間雨量67.8mm)と同規模の降雨が発生していない。
　事業実施中に来襲した平成19年9月の台風9号では、時間雨量18mmで本川が溢水し周辺の農地被害が発生した
が、完成後最大の降雨である平成25年8月豪雨では、時間雨量43mmでも本川の水位は十分低く、流域での浸水被
害が発生していないなど、一定の治水効果が確認されている。
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事後

（事後）-河川砂防-1



事業実施による環境の変化

社会経済情勢等の変化

　植生等に配慮した整備により、周辺環境と一体となった河川空間が創出された。
　新たに河川管理道が整備され、地元住民が散歩したり水と触れ合うことが可能となった。遊歩道は大場川本
川沿いなどでも整備されていることから、これらと連携した河川空間の活用が期待できる。

（事後）-河川砂防-2

　三島山田川流域は、三島市の都市計画マスタープランにおいて、農地利用が計画され、美しい森林景観や斜
面農地等の自然環境の保全を目指している。また、耕作放棄地などを活用した農業体験農園等の開設や観光農
業の推進、箱根西麓三島野菜の展開など、多様な農業の推進を図る地域づくりも計画されている。特に三島山
田川沿いには利用価値が高い平野が広がっており治水安全度の向上が上記計画の推進に果たす役割は大きく、
河川改修により自然環境を積極的に保全・推進する地域として発展していくことが期待できる。
　また、三島市全体における近年15ヵ年の人口および世帯数は、人口が若干減少しているものの世帯数は増加
しており、三島駅などの中心市街地に近く、東駿河湾環状道路の開通等により利便性が向上している三島山田
川流域の宅地化の要請は今後も高いと想定される。
　一方、65歳以上の人口割合が年々増加するなど、要援護者は増える傾向にあり、ハード整備による治水安全
度の確保は極めて重要である。

（３）同種事業への反映等

　治水に加え、環境や河川利用、事業実施による影響等に配慮した川づくりを地域住民との協働により推進
し、適正な改修、維持管理を図っていく。

　計画規模相当の降雨を経験していないことから、引き続き整備効果の検証に努める必要がある。
　気候変動による局地豪雨の増加及び台風の大型化等により改修規模を上回る降雨から住民の生命を守る対策
が必要である。ハザードマップの利活用、防災情報の提供といったソフト対策を市の関係機関や地域住民とも
連携して推進する必要がある。
　今後は、河川パトロール等や草刈など、河川管理者として適切な維持管理に努めるともに、地元との協働に
よる河川管理（リバーフレンドシップ制度）を取り入れるなど、「地域の河川を地域で守る」という意識を醸
成していく。

（１）評価結果

　事業効果は十分に発現しており、改善措置の必要はない。
　事業完了後、計画の年超過確率1/20の降雨(時間雨量67.8mm)と同規模の降雨が発生していないため、同規模
での実現象は把握できていない。事業実施中の平成19年9月の台風9号では、時間雨量18mmで本川が溢水した
が、完成後に経験した計画規模以下の豪雨（平成25年8月、時間43mm）においては、この流域での浸水被害が発
生していないため、治水効果が発揮されているものと考えられる。

（２）今後の課題等

 対　応　方　針　（案）



（事後）-河川砂防-3

 三島市
　　　1:12,500

一級河川　三島山田川　位置図

事業対象箇所
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（事後）-河川砂防-4
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（事後）－河川砂防－5
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（事後）－河川砂防－6

改 修 の 状 況

河川利用

中間付近より上流を望む

改修前

　堤防天端は生活道路にも利用されている H26.10.6台風後状況

植生の復元

改修後

改修前 改修後

浸水後状況　（H19.9.5　台風9号）

未改修区間

起点より上流を望む
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